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本来実施すべき所管事務調査の流れ

議員個人

・市民の声の聴取

・地域課題の検証

・行政の課題・論点の洗い

出し

※当市では、「会派制」お

よび「委員会審査制」を

基本としている。

ア 会派での協議

※それぞれ議員活動の中での、市民からの意見を聞いた議員が、「会派」の中で、

議員 協議を重ねる。

議員 議員

議員 議員 ・委員会前 ～会派内における課題・論点の抽出

・調査中 ～論点の再整理・会派内における協議（事業評価、政策提言等）

イ 委員会での合意形成

※それぞれの会派の考えを踏まえた議員が集まり、「委員会」において、

調査の目的をはっきりさせ、課題・論点を抽出の上調査事件を決定し、

討議がなされ、「委員会」として合意形成(議案立案、政策提言、決議

議員 議員 議員 等）がなされる。

委員同士で課題・論点の抽出、整理

※各会派の代表として ↓

委員会に参加 委員同士で討議（現状の把握、原因の究明、対応策について）

↓

合意形成 (議案立案、政策提言、決議等 )

（函館市議会議会改革報告書「議会の役割」より）

（自治基本条例検討会報告書「政策立案機能の発揮」より）


